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無所属の地方議 として

私はいま無所属の地方議員として活動をしております。

思えば、� 1999年(平成� 11年)に政党(民主党)の公認候補として当選来、特定の政党

に身を置くことの意味を考えさせられ続けた� 3年間でちありました。地域の問題をまず第

ーにとらえてきた私にとって、政党の論理をどのように位置づけるべきか、考えこむこと� 

tしばしばでした。

例えl式、「党としてはこの政策については00と決めだのだから、� 00という方針で臨ん

でちらわないと困る」あるいはま疋「党は00氏を公認としたのだから、選挙では応援し

広さい」など、組織としての協力要請は当然のごとく発生してきまし走。

し力¥し、それらの万針と自分や地域の考えとか必ずし芭一致してきたわけではありませ

ん。その度に、所属政党の万針に反する独自行動に出るか、それと� t自分の意思を殺し、

党の万針に追従するか、悩んでまいりました。

他方議員とは何でしょうか。地域政治とは何でしょうか。

私はいま、政党に所属していた時期の経験ち踏まえ、地方政治に取り組むにあたっては、

政党政治の論理はあまり必要ない、と考えています。� tちろん、個々の判断で、政党に所

属することを基本に政治活動するという姿勢があってちょいでしょう。し力¥し、地域の政

治に携わっていく際には、そうした特定の政党や団体・組織に組することは必須ではない

はずです。いえ、むしろ、特定のしがらみを排除するという意昧においては、無所属であ

ることの万がよいのではないでしょうか。

地域の政治に携わる私たち区議会議員にとって第一に大切なことは、所属政党が何であ

ろうと、地域の問題、住民の暮らしをよくすること、日常の生活者の視点、で区政に取り組

んでいくこと、これらへの取り組みの姿勢です。これらへの熱心な取り組みの姿勢こそが� 
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求められているのです。

地域政治においては所層党派は本来的な問題ではないと思います。むしろ、政党の決定

に束縛されず、自分自島やi也域の声を純粋に区政に届けることができ、また何のしがらみ

ち受けない立場であることこそ、地域政治に携わる蓄に求められる姿勢では沿いでしょう

か。その意昧で、私は、フットワークの軽い無所属の立場こそ、地域の声の代弁書として

の地万議員にはふさわしいのではないか、と考えています。

議員報酬の支給方法が日割り計算になりました
 
2003年(平成 15年)の第一回区議会定例会において、「江戸川区議会議員の報酬及び

費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例」が可決されました。その内容は、ひとこ

とで言えば、現在、月割りで支給されてきた議員の報酬を、白書リり計算での受給に改める

というちのです。

これまで議員の報酬が月割り計算で支給されてきたことにより、一般には理解しがだい

現象が生じてまいりまし走。それは次のようなちのです。

江戸川区議会では議員の任期は改選年の 5月 2日力¥54年後の 5月 1日までです。そし

て、議員報酬が、議員が「その職についた当月分から」夏給されてきたため、改選年の 5

月には、前議員と新議員の両者にまる一力月分の報酬が支払われてきたのです。 5月 2白

から区議会議員としての任期をスタートさせる新議員に 5月分の報酬が支給されることは

理解できるとしてち、 5月の初日しか職に就いていないことになる前議員ちまた 5月分の

報酬を得るというのは、やはり不合理なシステムです。

歴史的には、退職金支給の保障制度がない議員職において、その不安定さを補うだめに、

選挙の結果またはその他の理由により離職する議員への保障という意味合いから月割りの

支給システムが採用されてきたのだ、という話を側聞し疋ことがあります。ちちろん、そ

うし疋話が月割り計算を採用してきた理由の全てであるかどうかは分かりません。

し力¥し、そういった保障という形での一定の配慮であったとしてち、それを報酬として

支払うというのはやはり矛盾といわざるを得ません。報酬というちのは仕事への対価とし

て支払われるちのであり、その他の名目で支払われるべきちのではありません。ましてや

区議会は失業保険を支払うハローワークではありません。

そんな状況下、この月割りという分力¥りにくいシステムを、日割りという本来あるべき

姿に近づけていこうという機運が区議会の中でち高まってまいりました。極めて常識的な

見識であり、判断であると思います。

そして、冒頭の「条例」案が、この度の第 1固定例会に、議会自らの発議案として提出

され、全会一致でまとまっ疋のです。議員報酬の月割りから白書リりへという改革は遅きに

失しだ感さえありますが、それでち報酬の支払いを改める条例改正が実現し疋ことを、ま

ず、議会己変革の前向きな第一歩であると評価し疋いと思います。

区議会の中にまだ潜んでいる諸矛盾を改めるべく、今後ち地道に取り組んでまいり疋い

と思います。 
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2002 年 6 月本会議以おいて、私は代本質向を行いま L た。泌下、質問 K おける呈~どの

やリどリの抄保て'す

本会議レポート� / 2002年� 6月議会における代表質問

長期計画について

<長期計画について>

困長期計画について質問し疋い。合定例会には、会後� 20年の江戸川区の将来像を設

計していくための指針とちいうべき、基本構想案が提出されている。� 

20年スパンである基本構想、� 10力年計画である基本計画、そして� 3力年計画である実

施計画。これら力¥らなる江戸川区長期吾|一固にId:、合目、区長の招集挨拶で芭述べられてい

だとおり、構想の中山として、良き住民性をより高める疋めの「共に育つ共育」と「理想

に向かつての力強い『協働~J が据えられている。

この度の基本構想は、昭和� 60年に策定されだ「江戸川区長期計画(豊かな活力と文化の

まち)J以来のちのであり、概ね� 2020年を目標年次に据えた江戸川区のまちづくり像を描

いている。

そこでは、「創造性豊かな文化はぐくむ 水辺と緑かがやく 安 I~\ と活力ある 生きる

喜びを実感できる都市」という将来都市像ととちに、「はつらつJ rふれあいJ rいきいき」

「やすらぎJ rにぎわいJ rうるおい」といつだ� 6つのまちづくりのだめの基本目標が渇げ

られている。基本構想の実現を目指すにあたっては、市民、地域社会、ポ、ランティア、� NPO

といった多様な主体に、その計画実施における参加機会を提案し、彼5を構想実現に向け

ての共演者に近づける努力が見られる。

会基本構想案に対する細かい文言よのさ

らなる要望はあるちのの、基本的な理念や

包括的な施策への姿勢については評価して

いる。だだ¥一点、あえて看板的な部分に

ついての注文を申しよげるなら、それは将

来都市像としての目標のフレーズについて

だ。これは全員協議会においてt同僚議員

から指摘されてい疋。� 

2020年に人口� 70万人を突破すると予測

される本区にとって、その未来への責務と

将来課題は多々あると思うが、「創造性豊

かな文化はぐくむ」云々で始まる将来都市

像の目標はやや欲張りすぎ、総花的な印象

を弓える。この将来都市像の目標はキャッ

チフレーズとしては長すぎるし、まだ質え

やすいフレーズというわけでちない。ゴシ� 

νクでコンパク卜に強調するわ¥らには、ちっと短く、また韻を踏むフレーズ、などの工夫が� 

3 




木村長人区議会レポート  (2003年 3月19日〕

あってちょいのではないか。総花的なことは必ずし t悪いわけではないが、ーっか二つの

目標に焦点を絞っ芝方がわかりやすく、より高い効果を望むことができるのではないか。

区長の考えをお聞かせ頂きたい。

園長期計画について、将来都市像のキャッチフレーズ探すぎるのではないかという

ご指摘だが、あれをそのまま基本構想のタイトルにするわけではない。今、冊予を作成し

ている。この基本構想、長期計画のタイトルは、まず主題を「江戸川新一世紀デザイン」と

したいと思う。そして、副題として「共育ー共に育つ共育Jr 安1[，¥への道」、こ協働Jr
れが書物のタイトルということになるはずだ。区民の万々にはこのようにお示ししたい。

固 さて、長期計画において 20年スパンの基本構想とと 131こ大きな柱を構成するのが、 

10力年計画にあたる基本計画だ。これは、いわば、基本構想lこ掲げた将来像を実現させる

ための基本的施策を体系化した長期的な総合計画である。しかし、この基本計画は 10力年

にわたる極めて重要芯計画の提案であるにちかかわらず、基本構想とは異なり、地方自治

法第 2条第 51頁に規定されてい怠い定め、我々議会での審議、議決を経る必要がない行政

内計画と怠っている。

今後 20年の将来像を描く基本構想が議会にとって重要であるなら、全く同様に、 10力

年計画である基本計画ち議会にとっては大きな関心事であり、重要であることに何ら変わ

りはない。いや、むしろ、抽象的な理念や政策哲学の羅列に終始する基本構想よりち、具

体的な施策の言及に踏み込む基本計画のほうを審議することのほうが、議会にとってはよ

ほど関心がある。

地万議会の議決事件を規定した地方自治法第 96条中の第 21頁には「前I買に定めるちの

を除くほか、普通地万公共団体は、条例で普通地万公共団体に関する事件(法定受託事務

に係る tのを除く。)につき議会の議決すべき tのを定めることができる」とある。つまり、

普通地万公共団体は、第 96条第 11頁に規定されていない事項について色、議決すること

が可能であるということを示している。 tちろん、江戸川区は普通地方公共団体ではなく、

特別地方公共団体だが、これは同法第 283条「市に関する規定の適用」中の第 11頁の規定、

つまり「この法律又は政令で特別の定めをする tのを除くほか、第二編及び第四編中市に

関する規定は、特別区にこれを適用する」という規定により、「普通地方公共団体」という

文言を「特別区」ないし「特別地万公共団体」と読み替えることができる。

かつては基本計画に関しては首長の先決事項であるという考えが一般的であったが、 i也

万分権の高まりの中で、合同逆に、議会が関与していない事件に関しては条例を制定する

ことによって議決できるという意見の万が増加しつつある。 

4 



木村長人区議会レポート  (2003年 3月 19日〕 

i也万分権推進委員会はその第 1次勧告の中で、 i也万自治法第 96条第 21頁の規定につい

て触れ、 i也万議会の権限の拡大を後押しする内容を記している。

こうした地方議会の権限意識の高まりは、基本計画の議決権をめぐって、実際にいくつ

かの地万議会を動かし、中には結果として果実を生み落としたところちある。例えば、三

重県の「三重県行政に係る基本的な計画について議会が議決すべきことを定める条例」、福

嵩県月館町の「月館町議会の議決すべき事件を定める条例」などである。三重県の「基本

的計画の議会議決条例」は昨年 3月に成立したばかりだが、同条例においては、前述のi也

万自治法第 96条第 21頁の規定に基づいて、計画期聞か、 5年を超える県の基本的な計画の

策定については、議会が議決すべき事件であると規定した。

議会は行政の監視機能という重要な役割を背負っている。「監視機能」と言ってち、それ

は批判ぱ力¥りして対決姿勢を打ち出すということではなく、議論を交える中で、行政と議

会とがとちにまちづくり政策を作りよげていくという意昧での共同参画の姿勢であり、責

任遂行のための布石だ。基本計画の議会議決という問題について、まだ議会側としての意

思がまとまっているわけではちちろんないか、ちし我々議会からのまとまった要望が出た

場合、区長はこの問題についてはどのようにお考えになるのか。

国議会の議決についてだが、地方自治問想定しているのは、基本構想は議会に諮っ

て、議会の意思として決めてちらい、それに付随する長期計画は執行機関の決定とすると

いうことである。「議会の議決にする」ということの意味は、一つには、その審議の揚があ

るかないかということであり、ま走、議会の名において決定され疋という意昧でちある。

素直に自治活の規定に従い、基本構想では議会の議決をお願いするが、長期計画はそれを

ちう少し詳細に砕いたちのであり、内容的に異なる tのではない。長文になってしまって

はいるが、表現在わかりやすくしたちのだ。そういった、内容的な遣いがたよいという意昧

において、自治活の本則どおりでよいのではない力¥と私は考えている。し力¥右、この長期

計画については、 7名の区議会議員の方々にち審議会に入ってちらい、 20固にわ疋る審議

を重ねてきているので、議会の意見を反映させる場は十分あったのではない力¥と考えてい

る。

平成 15年麿予算が成立
 
4月 1日からスター卜する新年度において、私たちの江戸川区が行なうさまざまな施策

や事業をまかなっていくだめの 2003年度(平成 15年度)予算が成立いたしました。 2003

年度の予算は一般会計にして 1779億円の規模になります。

新年度予算の編成にあ疋つては次の諸点!こ重点が置かれました。①「子育てひろば」や

「すくすくスク-)レJ開設などをはじめとした未来に向け疋人づくり、②学びの場の提供

と男女共同参画による共生の文化のまち、③江戸川区が誇る健康と福祉の街づくり、④区 
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民参加の環境づくりと活力を生み出す産業づくり、そして、⑤都市基盤の整備などによる

暮らしやすい街づくり、などです。

さらに、新年度は、新たな長期計画である「えどがわ新世紀デザイン」のスタートの年

でちあります。その意昧で右、私たち区民にとって←つの節目の年であると言えます。

新長期言十[mJの中では「共育Jr協働」という言葉がひとつの大切なコンセプ卜(考え方)

となっています。「共育Jr協働」に基づいた、新世紀にふさわしい江戸川区をつくりあげ

ていくだめには、区執行部や議会ばかりではなく、広<住民参加を求めた施策の立案と実

行が必要となってきます。そのためにち、区民のみなさんが日々の暮らしの中で気づいた

り、感じたりしだ率直な意見や感想を、区や議会にちどんどんと届けて頂きたいと思いま

す。 

|木村長人プロ  Yィール|
ー略歴ー  

• 1964年(昭和 39年)生まれ

.中央大学法学部政治学科卒業

.早稲田大学第一文学部哲学科卒業

.米国ジョージ、タウツ大学国際関係学部留学

・安田火災海上保険株式会社(現・損保ジャJ'¥ン)
入社

.東京大学大学院学際情報学府進学

.米国一下院議員 Wタッ力一事務所インターン

.衆議院議員田中甲事務所秘書

・ 1999年(平成 11年)江戸川区議会議員初当選

・江戸川区スポーツダンス協会副会長、
江戸川トライアヌロン連合言IJ会長

一議会での役 害IJ ー

.環境区民委員会委員

.行財政改革特別委員会委員

-趣味ー

・サッカー、ウェイトトレー二ンゲ

ダンススポーツ、読書

ーポステイング、を手伝って下さるボランティアスタッフを探しています一

女この区議会レポートで取り上げる内容については、発行・頒布時期あるいは紙面編集の都合よ、時期的に

ヰ目前後する場合があります。次号は霊に発行の予定です。 
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